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社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

慈 翠 舘 　 文 化 祭 開 会 式 典
　

文　

化　

祭

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
滴
翠
苑
は
11
月
７
日
に
救
護
施
設
慈
翠
舘

は
11
月
３
日
に
、
ご
家
族
を
招
待
し
て
文
化

祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
滴
翠
苑
は

44
回
、
慈
翠
舘
は
40
回
目
の
文
化
祭
で
法
人

開
設
当
初
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

　

慈
翠
舘
の
記
念
式
典
で
は
、
作
品
の
表
彰

や
利
用
者
個
人
の
努
力
や
施
設
等
へ
の
功
労

者
に
対
し
て
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
会
場
は
、
利
用
者
の
方
々
が
一

年
掛
け
て
製
作
し
た
パ
ズ
ル
、
ぬ
り
絵
、
手

工
芸
、
書
等
の
作
品
等
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
石
岡
中
学
校
吹

奏
楽
部
37
名
の
迫
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏

も
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
、
一
年
間
の
中
で
最
も
盛
大
な

行
事
で
す
。
今
後
も
家
族
の
方
々
と
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
続
け
て
行
き
ま
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

文　

化　

祭

　

11
月
７
日
に
滴
翠
苑
の
第
44
回
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
、
今
年
も
利
用
者
の
御
家
族
、
姉

妹
施
設
の
利
用
者
と
職
員
の
皆
様
に
お
越
し

頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
今
年
一
年
を
通
し
て
、
苑
内
の
美

化
活
動
、
他
の
利
用
者
へ
の
気
配
り
な
ど
苑

の
運
営
に
協
力
し
て
頂
い
た
６
名
の
方
と
文

化
祭
の
作
品
賞
と
し
て
２
名
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
御
家
族
と
一

緒
に
食
事
を
さ
れ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
お
茶
会
や
バ
ザ

ー
を
行
い
大
盛
況
の
一
日
で
し
た
。
作
品
展

示
場
は
笠
間
焼
の
陶
芸
や
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
、

文
化
刺
繍
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
利
用
者
の
一

年
間
の
努
力
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
文
化
祭
に
向
け
て
作
品
制
作
が
始

ま
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
作
品
が
出
来
る
か

楽
し
み
で
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

滴
翠
苑
で
は
、
隔
週
の
土
曜
日
に
近
隣
の

ス
ト
ア
に
来
て
頂
き
お
菓
子
や
日
用
品
を
中

心
に
し
た
出
張
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
定
期
的
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
へ
お
買
い
物
に
出
掛
け
ま
す
。

　

外
出
が
困
難
な
利
用
者
へ
の
対
応
と
し
て
、

シ
ー
ズ
ン
毎
に
近
く
の
衣
料
店
に
協
力
頂
い

て
衣
類
の
出
張
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
と
31
日
に
千
代
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
へ
希
望
者
の
方
が
お
出
か
け
し
ま

し
た
。
お
菓
子
や
日
用
品
を
中
心
に
買
い
物

を
行
い
、
皆
さ
ん
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

実
際
に
自
分
で
物
を
見
て
支
払
い
計
算
を
す

る
行
為
は
リ
ハ
ビ
リ
や
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
定
期
的
に
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
衣
類
の
出
張
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
外
出
が
難
し
い
方
に
も
お
買
い
物

で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

文 化 祭 表 彰 者
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お
好
み
メ
ニ
ュ
ー

　

利
用
者
の
健
康
を
第
一
に
、
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
実
際
に
利
用
者
に
好
き
な
材
料

を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で

「
ラ
ー
メ
ン
」
や
「
と
ん
か
つ
」
な
ど
の
こ

っ
て
り
系
を
望
む
声
が
多
く
、
苑
で
提
供
し

て
い
る
う
す
味
の
料
理
に
物
足
り
な
さ
を
感

じ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
毎
月
一
回
第
三
金
曜
日
に
肉

料
理
、
魚
料
理
の
中
か
ら
食
べ
た
い
方
を
選

択
し
て
い
た
だ
く
お
好
み
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

す
る
こ
と
で
少
し
で
も
食
事
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
遠
足

　

10
月
29
日
、
つ
く
ば
市
の
ユ
ー
ワ
ー
ル
ド

へ
16
名
の
方
が
外
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
楽

し
み
に
さ
れ
た
よ
う
で
、
バ
ス
の
道
中
、
楽

し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

観
劇
場
に
入
り
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
開

演
を
待
ち
ま
し
た
。

　

お
芝
居
の
演
目
は
、「
喧
嘩
屋
五
郎
兵
衛
」

と
い
う
大
衆
演
劇
で
真
剣
な
お
芝
居
の
中
に

ち
ょ
っ
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
掛
け
合
い

な
ど
あ
り
会
場
中
の
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

舞
踊
シ
ョ
ー
は
、
豪
華
絢
爛
な
衣
装
を
纏

い
演
歌
や
ポ
ッ
プ
、
サ
ン
バ
な
ど
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
も
の
で
し
た
。

会
場
中
が
手
拍
子
や
掛
け
声
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、「
面
白
か
っ
た
」「
衣
装
が
綺
麗

だ
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
、
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
�
11
月
の
行
事

　

文
化
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
７
日

　

苑
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
　
　

11
月
14
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
28
日

つ く ば ユ ー ワ ー ル ド に て
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
26
日
、
第
26
回
、
石
岡
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
慈
翠
舘
か
ら

24
名
の
利
用
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
や
、
施
設
で

生
活
さ
れ
て
い
る
利
用
者
２
０
０
名
余
り
と

小
中
高
の
生
徒
さ
ん
２
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
で
大
変
活
気
あ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
輪
投
げ
や
魚
釣
り
競
争
な
ど
午
前

の
個
人
競
技
は
各
々
が
力
を
出
し
切
り
、
楽

し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
昼
休
憩
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ダ

ン
ス
を
は
さ
み
、
午
後
の
団
体
競
技
は
、
選

手
も
応
援
も
力
が
入
り
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
綱
引
き
や
玉

入
れ
は
全
勝
。
見
事
優
勝
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
皆
さ
ん
「
疲
れ
た

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

　

①
正
し
い
手
洗
い
う
が
い　

ウ
イ
ル
ス
が

体
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
為
に
、
外
出
か

ら
の
帰
宅
時
、
食
事
の
前
等
に
こ
ま
め
な
手

洗
い
・
う
が
い
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
石
鹸
に
弱
い
た
め
正
し
い
方
法

で
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

②
健
康
管
理　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
免
疫

力
が
弱
っ
て
い
る
と
感
染
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
心
が
け
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

③
予
防
接
種
を
受
け
る　

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
で
重
症
化
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

④
適
度
な
湿
度
を
保
つ　

空
気
が
乾
燥
す

る
と
喉
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

加
湿
器
を
使
い
適
度
な
湿
度
60
％
位
に
保
つ

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

⑤
人
混
み
等
へ
の
外
出　
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
時
は
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

石 岡 市 障 が い 者 ス ポ ー ツ 大 会
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

メ
ン
タ
ル
タ
フ
ネ
ス
研
修　
　

11
月
５
日

　

大
人
の
発
達
障
害
研
修　
　
　

11
月
６
日

　

考
課
者
研
修　
　
　
　
　
　
　

11
月
11
日

　

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
研
修　

11
月
12
日

　
�
11
月
の
行
事

　

ク
リ
ス
マ
ス
会　
　
　
　
　
　

12
月
20
日

　

年
末
式　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
27
日

　

救
護
施
設
利
用
者
交
流
会

　

９
月
３
日
に
水
戸
市
の
大
学
ボ
ウ
ル
で
利

用
者
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
交

流
会
と
は
、
茨
城
県
内
に
あ
る
四
つ
の
救
護

施
設
の
利
用
者
と
職
員
が
集
ま
り
、
施
設
の

枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
事
が
目
的
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
慈
翠
舘
か
ら
は
利
用
者
８
名
と

職
員
３
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
開
会
式
を

行
い
、
そ
の
後
皆
で
昼
食
の
お
弁
当
を
頂
き

ま
し
た
。
食
事
中
は
初
対
面
だ
っ
た
せ
い
か

あ
ま
り
話
が
な
く
静
か
な
食
事
で
し
た
が
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
に
移
動
す
る
と
皆
、
自
然
と
自

己
紹
介
を
し
て
和
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
が
始
ま
る
と
、
ス
ト
ラ
イ
ク

や
ス
ペ
ア
が
出
る
度
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
施
設
の
方

と
の
交
流
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

新
任
職
員
紹
介

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　

上
原　

洋
子　

　

８
月
26
日
に
入
社
い
た
し
ま
し
た
上
原
で

す
。
石
岡
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
趣
味
は
、

手
芸
や
編
み
物
で
す
。
ボ
ー
っ
と
何
も
考
え

ず
に
手
仕
事
を
し
て
い
る
時
が
今
の
ス
ト
レ

ス
発
散
で
す
。
ま
だ
業
務
に
慣
れ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
一
日
で
も
早
く
業
務
に
慣
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

救 護 施 設 利 用 者 交 流 会
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　

総
合
防
災
訓
練

　

10
月
23
日
、
明
翠
苑
・
華
翠
会
舘
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
石
岡
市
内
の
消
防
署
・
防
災
設

備
会
社
・
防
災
担
当
者
を
中
心
に
、
通
報
訓

練
・
避
難
訓
練
・
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
は
明
翠
苑
調
理
室
よ
り
出
火
し
、

火
災
に
気
付
い
た
調
理
員
が
初
期
消
火
す
る

も
火
が
燃
え
広
が
り
火
災
報
知
機
を
作
動
さ

せ
る
と
い
う
設
定
で
行
い
、
同
時
に
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
使
っ
た
通
報
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

毎
月
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
成
果
も
あ
り
、

利
用
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
場
所
へ
誘
導
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、
水
消
火
器
と
屋
内
消
火

栓
を
実
際
に
使
っ
て
実
践
的
な
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
も
消
火
訓
練
も
日
頃
か
ら
訓
練

し
て
い
る
か
い
も
あ
り
、
上
手
く
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
訓
練
し
て
職
員
の
防
災
意
識

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

慰　

霊　

祭

　

10
月
17
日
「
慰
霊
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

慰
霊
祭
は
、
年
に
一
度
行
わ
れ
、
明
翠
苑
在

籍
中
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
冥
福

を
利
用
者
と
職
員
で
お
祈
り
し
ま
す
。
当
日

は
、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、

お
位
牌
が
安
置
さ
れ
、
お
花
や
お
供
物
も
供

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

読
経
で
は
「
過
去
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
全

員
の
方
の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
先
亡

精
霊
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

面
会
の
方
へ

　

11
月
に
入
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
な
る
べ
く
面
会
を
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

面
会
の
際
に
は
、
入
口
で
手
指
消
毒

を
し
、
備
え
つ
け
の
体
温
計
で
検
温
し

て
い
た
だ
き
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
面

会
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

総 合 防 災 訓 練 　 消 火 訓 練
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明翠苑ニュース
（10月分）

面　会　　　　93件　延142名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　５名　延67日利用
ボランティア
・退職公務員連盟石新支部
　　　　　　10月31日　８名来苑

ふぁみりー通信

10月の出来事

10月１日　座談会・万寿会主催の誕
　生会を開き、皆さんの要望や食べ
　たい物などを聞きました。また、
　誕生会では、誕生者にジャンパー
　をプレゼントしました。
10月３日　ふらんす亭喫茶が開かれ
　ました。皆さん好みの物を注文し
　て召し上がりました。一番人気は
　「かぼちゃのプリン」でした。
10月10日　「いも煮会」を実施いた
　しました。余興は、石岡市のお祭
　りのお囃子を披露して頂きました。
　昼食は、秋の味覚を味わって頂く
　為に、特別メニューをご用意しま
　した。皆さん「美味しい」と喜ば
　れていました。
10月17日　「慰霊祭」で、導師によ
る法話・読経のあと、利用者・職員
による焼香を行い、明翠苑先亡精霊
のご冥福を皆でお祈りいたしました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

大 　 掃 　 除

　今回は、大掃除について紹介した
いと思います。
　施設では、11月から日頃お世話に
なっている建物へ感謝の気持ちをこ
めて隅々まで掃除をします。
　苑内はとても広く、約40室もあり
ます。とても１日では終わりません
ので１カ月近くかけて隅々まで綺麗
にしていきます。
　内容は、カーテンの洗濯・窓拭
き・サッシの溝掃除等です。
　床清掃は、業者に依頼してワック
ス掛けをお願いしています。ただ利
用者の居室に置いてあるタンスやベ
ッドを職員で一旦全て外に運び出さ
なければなりません。タンスの中は
皆さんの衣類がたくさん入っている
為、台車を使ったり、毛布を下に敷
いてひきずったり工夫して運び出し
ています。それから床を磨き、ワッ
クスをかけて、また職員が家具を戻
していきます。これを部屋ごとにく
り返していき、２日間で終わらせま
す。
　明翠苑の建物は、昭和56年に設立
され今年で38周年を迎えました。こ
れからも建物への感謝は忘れずに、
大事に、綺麗に使わせて頂きます。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

10
月
９
日（
水
）

10
月
５
日（
土
）

利用者数　　　12名（男２名　女10名）
クッキングクラブ　パンケーキ

　今日は、クッキングクラブで「パ
ンケーキ」を作って皆さんで召し上
がりました。ホットケーキミックス
をよく牛乳で溶き、型に流しいれ、
ホットプレートで焼いていきます。
焼きあがったら、粉砂糖と生クリー
ムをのせて盛り付けをしました。み
んなで一緒に食べるパンケーキはと
ても美味しいという声が、たくさん
聞こえてきました。

利用者数　　　10名（男１名　女９名）
工作　ぶどうの壁飾り

　今日の工作は、「ぶどうの壁飾
り」です。作り方は、ティッシュ
を丸め、その上にぶどう色のやわ
らかい紙で包んでいきます。その
丸めたものを、台紙の上にぶどう
のように貼り付けていき、最後に
折り紙で作った枝を付けて出来上
がりです。自分で作ったぶどうの
壁飾りをみて、美味しそうだとと
ても満足していました。

ぶ ど う の 壁 飾 り 作 り
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　
「
ひ
と
息
つ
き
な
が
ら
」

　

今
回
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
、

利
用
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
幾
つ
か
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

市
の
高
齢
福
祉
課
が
窓
口
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
貸
与
）
を
付
け

て
も
ら
い
現
在
位
置
を
特
定
し
、
対
処
員
を

派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ひ
と
り
で
帰
宅
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
方

に
は
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
ま
す
。（
Ｇ

Ｐ
Ｓ=

ス
ト
ラ
ッ
プ
タ
イ
プ
）
の
も
の
で
す
。

ま
た
民
間
企
業
が
提
供
す
る
靴
に
埋
め
込
む

式
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
現
在
位
置
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
、

早
期
の
発
見
に
効
果
的
で
す
。

②
地
域
見
守
り
隊

　

①
に
類
似
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
市
の
高

齢
福
祉
課
が
窓
口
で
す
。
対
象
者
の
特
徴
を

生
活
圏
の
人
々
で
共
有
し
、
ひ
と
り
で
い
る

時
に
声
掛
け
等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
通

報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
服
に
つ
け
る
身
元

確
認
の
為
の
ワ
ッ
ペ
ン
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
式
の

ネ
ー
ム
ケ
ー
ス
等
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
市
の

高
齢
福
祉
課
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
は
い
ず
れ
も

安
価
も
し
く
は
、
無
償
で
す
。
対
象
者
の
生

命
を
守
り
家
族
の
「
絆
」
を
繋
ぐ
と
い
う
点

で
は
一
考
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
こ
の
会
報
を
読
ん
で
頂
き
、
少
し
で
も

関
心
を
お
持
ち
の
際
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。」

　

＊
明
翠
苑
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

電
話　

０
２
９
９
（
23
）
９
６
３
４

③
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　

市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
隣
接
の
専

用
コ
ー
ス
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ゴ
ル

フ
の
ア
イ
ア
ン
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト

ル
様
の
ボ
ー
ル
を
用
い
て
行
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
コ
ー
ス
も
本
格
的
で
す
。

ゴ
ル
フ
好
き
の
方
に
お
勧
め
で
す
。（
レ
ン

タ
ル
可
で
す
。）

④
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

　

岩
瀬
駅
か
ら
土
浦
駅
を
（
旧
筑
波
鉄
道
路

線
を
自
転
車
専
用
道
路
に
改
装
）
結
ぶ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
す
。
レ
ン
タ
ル
自
転
車

で
周
辺
名
所
を
め
ぐ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

家
族
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。
気
分
転
換
と
体

力
維
持
に
効
果
的
で
す
。（
桜
川
市
観
光
課
）

　

①
と
②
は
、
直
接
的
に
高
齢
者
福
祉
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
③
や
④
は
、
健
康
維

持
や
絆
を
深
め
る
為
の
も
の
で
す
。
日
々
の

生
活
は
、「
マ
ラ
ソ
ン
」
に
似
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。時
々
は
、
息
抜
き
を
し
て「
周

り
を
見
な
が
ら
」「
遊
ぶ
」
こ
と
も
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴
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今月のことば 52

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

☆舞茸と牛肉のピリ辛炒め　（１人分 189Kcal　塩分　1.8g）

　舞茸は本来10月～11月が旬です。カルシウムの吸収を助け
るビタミンＤが多く含まれるので、カルシウムが多い小松菜
と一緒に食べるのがオススメです。

●材　料（２人分）
　牛肉 150g ／ 舞茸 100g ／ 小松菜 150g ／ 麺つゆ 大さじ3
　砂糖 小さじ1 ／ 七味唐辛子 小さじ半分 ／ ゴマ油 小さじ1

●作り方
① 舞茸と小松菜を適当な大きさに切る。
② フライパンにゴマ油を入れ、牛肉を炒める。
③ 牛肉に火が通ったら、舞茸、小松菜、調味料を入れ、さらに
　 炒める。
④ 最後に七味を入れ炒め混ざったら完成。

　　　　　　　　　　　　　　　慈翠舘 栄養士　廣瀬　聡子

親
の
意
見
と
茄
子
の
花
は

　
　
千
に
一
つ
の
無
駄
が
な
い


